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富士川水系 広瀬ダムの効果（平成３０年９月 台風２４号）

○富士川水系広瀬ダムにおいて、最大１時間雨量26mm、最大流入量239.87m3／sを記録しました。
○今回の洪水期間中において、最大約101.7万m3（25mプールで約2825杯分）の水を貯留し下流の洪
水被害の軽減を図りました。
○ダム下流の新隼橋地点（山梨市牧丘町付近）では、約0.25mの水位を低減させる効果があったものと推
測されます。

※洪水調節総量は、今回の出水でダム
が下流の川に流れる水の量を減少さ
せた(調節した)分の水の総量です。

最大放流量：
洪水時最高水位：EL.1,056.0ｍ

万ｍ 3101.7洪水調節総量 ※：

広瀬ダム
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新隼橋地点における水位低減効果

広瀬ダムの調節により約0.25mの水位低下

広瀬ダムなし水位（約2.80m）

国道１４０号側
（右岸）

ダムあり水位（2.55m）

恵林寺側
（左岸）

広瀬ダムの防災操作図流量
（m3/s）

貯水位
（EL.m）

一次洪水貯留準備水位 EL.1,048m
二次洪水貯留準備水位 EL.1,043m

ダムに貯めた水の量 約101.7万m3
25mプールで約2825杯分

最大流入量 239.87m3/s

最大放流量 157.13m3/s

最大貯水位 EL.1,045.87m

位置図

広瀬ダムなし水位（約2.80m）

ダムあり水位（2.55m）

新隼橋地点写真

調節量 84.34m3/s


